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研究成果の概要（和文）：  

本研究では国際輸送のメカニズムに関する理論、実証分析を深化させるとともに、国際的なイ

ンフラストラクチャ整備に関わる複数の政府の意思決定がもたらす資源配分上の問題を明らか

にし、望ましい整備と運用のあり方について検討した。 

 
研究成果の概要（英文）：  
We investigated theoretically and empirically the mechanisms of international 
transportation flow based on models of firms location and interregional trade. Based 
on these understanding, we examined the problems of resource allocation caused by 
interaction of decisions by multiple governments concerning the development of 
transport infrastructure supporting international transportation, to provide insights 
for more appropriate policy makings. 
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１．研究開始当初の背景 

インフラストラクチャの形成に際しては政
府の役割が大きいが、国際輸送に関しては複
数の政府が関与せざるを得ないので、それに
ともなって新たな問題が生じる可能性があ
る。インフラストラクチャが所在する国の政
府が整備する場合、整備水準や料金に関する

各国政府の意思決定が国際経済システム全
体にとって望ましい結果をもたらすとはい
いがたい。一国のインフラストラクチャ整備
は他国の厚生に影響する（正の場合も負の場
合もある）にもかかわらず、各国政府は自国
民の厚生のみを考慮して意思決定を行うた
めである。さらにインフラストラクチャが政
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府のような公的部門だけでなく民間によっ
て整備され運営されるケースが増大してい
る点にも注目する必要がある。民営化が先行
している空港などで規制の必要性が議論さ
れるようになったが、国際的影響を考慮した
規制のあり方について政策的指針が必要で
ある。 

 

２．研究の目的 

本研究では国際輸送のメカニズムに関する
理論、実証分析を深化させるとともに、国際
的なインフラストラクチャ整備に関わるさ
まざまな主体の意思決定がもたらす資源配
分上の問題を明らかにし、望ましい整備と運
用のあり方について検討することを目的と
する。具体的には、以下の三つの研究課題を
設定する。 

(1) 国際貿易と輸送パターンの理論分析 

(2) 輸送費に関する実証分析 

(3) 国際輸送インフラストラクチャ形成の政
策分析 

 

３．研究の方法 

上述の３つの研究課題に対応させて記す。 
(1) 国際貿易と輸送パターンの理論分析 

規模の経済に基づく空間経済学のモデルを
応用して、経済活動の立地選択と貿易パター
ンを記述するモデルを構築し、輸送費の変化
や貿易政策が及ぼす影響を分析する。 

(2) 輸送費に関する実証分析 

運輸企業のサービス生産行動と市場均衡を
記述するミクロ経済モデルに基づいて、輸送
費関数のパラメータを推定し、インフラスト
ラクチャの整備水準が輸送費に及ぼす影響
を実証的に分析する。 

(3) 国際輸送インフラストラクチャ形成の政
策分析 

政府による国際インフラストラクチャ政策
を内生化したモデルを構築し、様々な運営方
式のもとで実現する均衡を比較する。 

 
４．研究成果 
上述の３つの研究課題に対応させて記す。 
(1) 国際貿易と輸送パターンの理論分析 

佐藤らは、規模の異なる 2 国（大国と小国）
から成る経済を仮定し、異質な個人の職業選
択の結果として起業プロセスを記述するモ
デルを構築し、貿易コストの変化が起業、そ
して産業立地に及ぼす影響を分析した。分析
の結果、貿易コストの低下が 2 国間の企業立
地に及ぼす影響が非単調であることが示さ
れた。すなわち貿易コストの水準が高い水準
では、貿易コストの減少は大国における企業
の立地を促進するが、貿易コストが低い水準
からさらに減少した場合は小国における企
業立地が進む。この研究成果は、2011 年に
International Journal of Economic Theory

に掲載された。 

森は、輸送における距離の経済と密度の経済
の存在する輸送ネットワークにおいて、ハブ
の形成メカニズムを分析した。モデルの提示
と基礎的な分析結果は、2013 年発行の
Journal of Economic Geography に掲載され
た。 

(2) 輸送費に関する実証分析 

文と西山は、物流センサスのミクロデータを
用いて、日本国内の地域間トラック輸送費の
構造を分析した。主たる結果は、輸送におい
て（ロットサイズに関する）規模の経済と距
離の経済が有意に存在すること、また輸送業
者の競争水準が輸送費に有意な影響を及ぼ
すことも示された。この研究の成果は、2012

年に RIETI ディスカッションペーパーとし
て公表された。 

(3) 国際輸送インフラストラクチャ形成の政
策分析 

文は、地域内に複数の空港が存在する状況の
もとで、国際線と国内線の役割分担のあり方
について分析した。公営、二空港の統合民営、
二空港の個別民営という代替的な運営組織
のもとでの役割分担の比較評価を行った研
究の成果は、2012 年に Journal of Transport 

Economics and Policy に掲載された。また大
阪都市圏を対象としたケーススタディにつ
いては、2011 年に交通学研究年報に掲載され
た。 

文は、貿易を行う二つの国にまたがる輸送イ
ンフラストラクチャについて、公営、民営、
それらの混合など様々な運営方式ごとに料
金設定と投資政策を導出し、各方式のもとで
の経済厚生の評価を行った。研究の成果は、
2010 年に Regional Science and Urban 

Economics に掲載された。 
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